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に
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ク
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セ
ン
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

設計コンセプト

幹
線
道
路
か
ら
視
認
性
の
高
い
建
物
配
置

　
施
工
の
ポ
イ
ン
ト
　
　
　
　

安
全
第
一
に
現
場
運
営
工　事　概　要

設計コンセプト

周辺環境との調和図る
和
と
雰
囲
気
の
良
い
現
場
実
践

施
工
の
ポ
イ
ン
ト

工
　

事
　

概
　

要

地域のにぎわいと活力を創出
イオンタウン株式会社中部事業部長　佐々木　就一

人が集い、笑顔あふれる街に
イオンタウン株式会社西日本事業部長　北田　年久

イオンタウン　
あびこ駅前　完成

イオンタウン
岐阜北方　完成　　

（７） （第３種郵便物認可）２０２６年　（令和８年）　５月１８日　（月曜日）

　
イ
オ
ン
タ
ウ
ン
︵
千
葉
市
美
浜
区

加
藤
久
誠
社
長
︶

が
岐
阜
県
本
巣
郡
北
方
町
に
開
発
し
た
﹁
イ
オ
ン
タ
ウ
ン

岐
阜
北
方
﹂
と

大
阪
市
住
吉
区
我
孫
子
東
に
開
発
し
た

﹁
イ
オ
ン
タ
ウ
ン
あ
び
こ
駅
前
﹂
が
そ
れ
ぞ
れ
完
成
し


オ

プ
ン
し
た

岐
阜
北
方
で
は

地
域
の
に
ぎ
わ
い
と

広
域
交
流
の
拠
点
と
位
置
付
け
て
新
た
な
ラ
ン
ド
マ

ク

を
目
指
す
一
方

あ
び
こ
駅
前
で
は

地
域
の
ニ

ズ
を

踏
ま
え
え
コ
ン
パ
ク
ト
な
都
市
型
シ


ピ
ン
グ
セ
ン
タ


と
し
て
開
発
し
た

岐
阜
北
方
は
設
計
を
岐
建
︵
岐
阜

県
大
垣
市

木
村
志
朗
社
長
︶
と
三
共
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

︵
名
古
屋
市
東
区

大
畠
隆
博
社
長
︶

施
工
を
岐
建


あ
び
こ
駅
前
は
設
計
・
施
工
を
龍
建
設
工
業
︵
大
阪
市
城

東
区

近
藤
洋
史
社
長
︶
が
そ
れ
ぞ
れ
担
当
し
た


　イオンタウン岐阜北方は、近接する
河川空間へのつながりを意識しつつ、
敷地外周部に建物を配置しました。幹
線道路からの視認性を高めるのが目的
です。車両動線は、スムーズに流入・
流出できる計画としました。
　健康と交流を支える空間づくりにも
工夫を凝らしています。河川広場の遊
歩道から施設内の歩行者通路を緩やか
につなげ、地域を周遊するウオーキン
グコースの一部として施設を取り込め
るよう配慮しました。また、北方町の
木モチノキをシンボルツリーとする
「もちの木広場」を施設中央に設け、
交流と憩いの空間としています。
　延べ約２万，㎡の建物は、上下
移動のない平屋とし、ストレスフリー
を実現しました。鉄骨の片持ち構造を
生かし、建物外周に庇（ひさし）を設
置。雨天時の歩行利便性を高めるだけ
でなく、夏場の日射を遮り、空調負荷
の軽減にも配慮しています。
　外観の色彩は、北方町の景観になじ
み、周辺の豊かな自然や落ち着いた街
並みに調和するアースカラーを基調と
しています。敷地内には、地域の植生
に配慮した植樹を選定しました。

　岐建株式会社

■施　設　名　称：イオンタウン岐阜北方（①イオンタウン棟②イオンリテール棟
③カインズ棟）

■住　　　所：岐阜県本巣郡北方町曲路東三丁目１－１
■事　業　主：イオンタウン株式会社
■設　計　者：①岐建設計事務所②③株式会社三共コンサルタント
■施　工　者：岐建株式会社
■構造・階数：Ｓ造平屋（３棟とも）
■延　床　面　積：①，．㎡②，．㎡③，．㎡
■工　　　期：①年３月日～年３月日②年６月日～年

３月日③年５月８日～年２月６日

　本プロジェクトは、あびこ筋から一筋東に
入った三方が道路に面する立地となっていま
す。
　メインとなる道路は、大阪メトロ御堂筋線
の「あびこ駅」からあびこ観音へ繋がる北側
の道路となり、人通りも多く注目を集めやす
い、利便性の高い立地となっております。
　商業施設及び共同住宅や戸建て住宅も多
く、生活拠点の街並みとなっていることから、
周辺住民の方が利用しやすいようにメインの
出入口を北側道路からアクセスできるように
計画しました。
　また、大阪市都市景観資源に指定された吾
彦山大聖観音寺（通称あびこ観音）が直ぐ近
くにあり、歴史が感じられる街並みのアクセ
ントとなるべく、圧迫感を与えないように敷
地周辺は出来る限りの緑地を計画し、外観は
落ち着いた色彩のアースカラーを多く採用し
ました。また建物高さも周囲建物から突出さ
せないようにし、周辺環境との調和を図る計
画としました。イオンタウンあびこ駅前は、
３階建ての複合施設として核テナントのスー
パーマーケットを中心に１・２階は物販店舗
・飲食店舗を展開、３階には遊戯施設・クリ
ニック・各種サービス店舗を展開し、地域の
生活の質を向上させる施設を目指しておりま
す。

龍建設工業株式会社一級建築士事務所

■工　事　名　称：イオンタウンあびこ駅前新築工事
■工　事　場　所：大阪市住吉区我孫子東２丁目８番号
■建　築　主：イオンタウン株式会社
■敷　地　面　積：，．㎡
■建　築　面　積：，．㎡
■延　床　面　積：，．㎡
■構　　　造：Ｓ造
■階　　　数：地上３階
■設計・監理：龍建設工業株式会社一級建築士事務所
■施　　　工：龍建設工業株式会社
■工　　　期：年４月１日～年３月日

　岐阜県本巣郡北方町に建設した「イオンタウ
ン岐阜北方」が完成し、３月日にグランドオー
プンとなりました。町の地域再生計画に基づき、
地域のにぎわいと活力を創出する広域交流拠点
と位置付けています。広域拠点施設整備事業の
基本協定を年に町と締結し、地域の新たな
ランドマークを目指して開発しました。
　「健康」と「岐阜、再発見！」をテーマに掲
げた施設には、地域の皆さまが健やかで便利な
暮らしを送る「よりどころ」でありたいという
思いを込めています。芝生の「もちの木広場」、
県と連携した「河川内広場」を軸に、ひと・ま
ち・元気をつなぎ、交流の輪も広げていきます。
　北方町や周辺地域の約４万世帯、約万人が

居住する商圏特性を踏まえて今回、核店舗の
「イオンスタイル岐阜北方」との専門店を集
結させました。日々の「食」や「くらし」に欠
かせない機能をワンストップで提供し、地域の
日常をより豊かに彩る施設運営に努めていきま
す。
　地域に寄り添った施設として、災害時の一時
避難場所の提供や物資供給、子育て支援、健康
増進、ＤＸ推進など、多岐にわたる分野で町と
連携していきます。
　イオンタウン岐阜北方は、岐阜県内６店舗目
としてオープンしました。今後も中部エリアに
おいて、地域密着型ＳＣを拡充していく方針で
す。

　４月日にグランドオープンした「イオンタ
ウンあびこ駅前」は、大阪メトロ御堂筋線あび
こ駅から徒歩圏内にあり、大阪都心部へのアク
セスが良好な立地です。古くからの市街地が形
成され、学生、単身世帯、地元シニア層が混在
する肥沃（ひよく）な足元商圏を有しています。
コンパクトな都市型ショッピングセンターの
ニーズが高く、今回の出店を計画しました。
　「都心まで行かなくても日常の欲しいものが
揃う食の集積～DAILY FOOD WORLD～」と
して、「食」に特化して施設づくりに注力しま
した。１階をフード・バラエティーフロアとし、

２階に新生ダイエー１号店「フードスタイルあ
びこ駅前」を配置。３階は、円ショップ、
クリニック、アミューズメント施設がそろうラ
イフサポートフロアとしました。
　グランドオープンに合わせて、大阪市住吉区
とダイエーとの間で防災活動協力協定も締結
し、災害時にも地域の皆さまのお役に立てる安
全・安心なまちづくりに寄与してまいります。
　今回の出店により、これまで以上に地域に人
が集い、笑顔があふれる街になることを願って
います。
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
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
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
利
用
時
の
使
い
勝
手
が
良

く
な
る
こ
と
を
念
頭
に
品
質
管
理
を
行

い
ま
し
た


　
安
全
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で
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
現
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う
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
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
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
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建
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は
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
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
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
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

　
工
事
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た
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ペ
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
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
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
大
き
な
ト
ラ

ブ
ル
も
な
く
無
事
に
竣
工
を
迎
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
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
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携
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
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
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
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
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
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
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
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
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
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
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
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
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
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迷
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
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
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
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環
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中
で
の
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
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ま
す
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品
質
の
良
い
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を
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無
事

故
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す
と
い
う
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今
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工
事

そ
れ
が
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き
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
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よ
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お
か
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い
現
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を
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践
し
て
完
成
を
迎
え
た
今

感
慨

深
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思
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で
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ふ
れ
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ま
す

当
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が
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ウ
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の
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件
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皆
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の
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理
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の
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組
む
こ
と
が
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ま
し
た

感
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ま
す

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